
認知科学を学習に。

　「問題文の数字が増えると、頭がこ

んがらがってしまう…」そんな悩み

を抱えていませんか？

　今回は、定期テストや高校入試で

必ずと言っていいほど狙われる、中2理科の最難関

テーマ「化学変化と質量」に挑戦します！

　実験の数字がたくさん出てくると難しく見えま

すが、実はどんな応用問題も、銅・酸素・酸化銅の質

量比「4 : 1 : 5」というシンプルな基本ルールだけ

で解けてしまいます。

　今回は、基本の計算から、みんなが特につまずき

やすい「途中で加熱をやめてしまった応用問題」ま

で、式の組み立て方をステップバイステップで丁

寧に解説します。一度コツを掴めばパズル感覚で

サクサク解けるようになりますよ！

【銅の酸化】 銅が酸化されるときの銅と酸素の質

量の比を 4 : 1 とする。

① 1.00g の銅と結びつく酸素の質量は何 g か。 

② 2.40g の銅が酸化されてできる酸化銅の質量

は何 g か。

③ 酸化銅 2.50g は，何 g の銅を酸化させること

によってできるか。

④ ある量の銅を加熱して，すべて酸化銅にしたと

ころ，質量が 0.80g 増加した。はじめに何 g の

銅を加熱したか。

⑤ 2.40g の銅を加熱したところ，加熱が不十分

であったため，加熱後の質量が 0.40g だけ増加

した。このとき，酸化された銅は何 g か。また，酸

化されずに残った銅は何 g か。

⑥ 4.00g の銅を加熱したところ，加熱が不十分

であったため，加熱後の物質の質量が 4.60g で

あった。このとき，酸化されずに残った銅は何 g 

か。

アーク進学会

銅（Cu） 酸素（O₂） 銅（Cu） 酸素（O₂）

4

4x　＝　1.00
x＝0.25

1.00g ： xg： 1 ＝

銅：酸素は４：１という比例式を使う。

銅：酸化銅は４：5という比例式を使う。

銅：酸素は４：1という比例式を使う。

答え　0.25g

銅（Cu） 酸素（O₂） 銅（Cu） 酸素（O₂）

4

x　＝　4×0.80g
x＝3.20

 xg ： 0.80g： 1 ＝

比例式

答え　3.20g

銅（Cu） 酸素（O₂） 銅（Cu） 酸素（O₂）

4

x　＝　4×0.40g
x＝1.60g

 xg ： 0.40g： 1 ＝

比例式

銅（Cu） 酸素（O₂） 銅（Cu） 酸素（O₂）

4

x　＝　4×0.60g
x＝2.40g

 xg ： 0.60g： 1
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10x＋10y＝112

15x＋20y＝204

20x＋20y＝　224

15x－20y＝－204
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＋4 y ＝ 11.2

＋ ＝17.00g

マグネシウム

（Mg）

3 ： 2

酸化銅

（CuO）

酸化マグネシウム

（MgO）

： 5

： 5

＝

比例式

答え　0.80g

銅（Cu） 酸化銅（CuO） 酸化銅（CuO）銅（Cu）

4

4x　＝　2.40×5
x＝3.00

2.40g ： xg： 5 ＝

銅（Cu） 酸化銅（CuO） 酸化銅（CuO）銅（Cu）

4  xg ： 2.50g： 5 ＝

比例式

答え　3.00g

5x　＝　2.50×4
x＝2.00

比例式

答え　2.00g

銅：酸素＝４：１なので

酸化銅は４＋1＝5

つまり銅：酸化銅＝４：５

「銅」を加熱して「質量が増加した」

⇒増加したのは「酸素」と考えよう！

加熱後の物質の質量が4.60g

4.00g⇒4.60gに0.60g増加、

つまり酸素が0.60g増えた

酸素0.40gに結びついた銅は1.60g

酸化されずに

残った銅

元々あった

銅

酸素と結び

ついた銅
－ ＝

2.40g － 1.60g ＝ 0.80g

答え　1.60g

酸化されずに

残った銅

元々あった

銅

酸素と結び

ついた銅
－ ＝

4.00g － 2.40g ＝ 1.60g

定期テストの定番問題にチャレンジ！

基準となる「質量比」を確認しよう

銅が酸化すると質量は　　倍になる。
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マグネシウムが酸化すると質量は　　倍になる。

× ×

酸化銅 酸化マグネシウム

・・・×10

・・・×2

・・・×12

－ －

5x ＝ 20

ｘ＝4

ｙ＝7.2

銅＝4.00g

マグネシウム＝7.20g

① 1.00g の銅と結びつく酸素の質量は何 g か。

② 2.40g の銅が酸化されてできる酸化銅の質量

は何 g か。

③ 酸化銅 2.50g は，何 g の銅を酸化させること

によってできるか。

④ ある量の銅を加熱して，すべて酸化銅にしたと

ころ，質量が 0.80g 増加した。はじめに何 g の銅

を加熱したか。

⑤ 2.40g の銅を加熱したところ，加熱が不十分で

あったため，加熱後の質量が 0.40g だけ増加した。

このとき，酸化されずに残った銅は何 g か。

　まず加熱後の質量が0.40gだけ増加したの

で、酸素0.40gに反応つまり酸化銅になった銅

の質量を出す。

⑥ 4.00g の銅を加熱したところ、加熱が不十分で

あったため、加熱後の物質の質量が 4.60g であっ

た。このとき、酸化されずに残った銅は何 g か。

・・・①

・・・②

銅とマグネシウムの混合物11.20g

十分に加熱した結果、17.00g

　銅とマグネシウムの混合物11.20gを十分に加

熱した結果、17.00gになった。混合物に含まれて

いた銅とマグネシウムの質量はそれぞれ何gか。

混合物に含まれていた銅とマグネシウムの

質量はそれぞれ何gか。

銅＋マグネシウム＝11.20

銅＋マグネシウム＝11.20

酸化銅＋酸化マグネシウム＝17.00

酸化銅＋酸化マグネシウム＝17.00

上の条件で連立方程式を作ろう！


